
国際協力と環境、農業を学ぼうと東京
農業大学へ進学しました」同大学は協
力隊員をこれまで1,200人以上輩出す
るなどJICAとの結び付きも強く、大栁
さんの担当教員もJICAの技術顧問だっ
た。「志があるうちに行け」と勧められ、
在学中に協力隊への応募を決意。野菜
隊員としてサモアへ派遣された。
　当初は、サトイモの葉腐れ病対策や
女性のハンドクラフト指導を行う予定
だったが、現地に到着すると要請が変
更。村々を巡回し、農業の実態調査や
作物の栽培方法などの啓発活動を行う
ことになった。カウンターパートや同僚、
そしてコミュニティ開発や保健師の協力
隊員らとともにチームを結成し、首都を
拠点に2年半の活動期間で200以上の
村を訪問。行けなかったのは僅か４村
だけだった。民族衣装を着た日本人が
活動しているというだけで村民の関心を
引き、おのずと人が集まることから、チー
ムの他の仕事もスムーズに進んだとい
う。
　「若くて経験はありませんでしたが、
村民と共に食事をし共に悩むことで、少
しずつ受け入れてもらえるようになりまし

た。協力隊員としての一番の思い出は、
しがらみのない、何者でもない自分で
いられたことですね」

協力隊、各国とのつながり
そして地域とともに

　アジア学院には現在、大栁さんを含
め5人の協力隊経験者が勤務している。
「派遣されていた国にいるようで居心地が
良い」というのが共通の感想だ。学生
だけでなくスタッフにも各国出身者がお
り、共通語は英語。同学院内で消費す
る食料のうち95％は自給自足、塩や砂
糖以外はほぼすべて自分たちの土地から
収穫する。そんな「世界各国の疑似農村」
という環境はJICAの課題別派遣前訓
練※にぴったりで、これまでに多くの協
力隊候補生が同学院で学び、旅立った。
　2020年7月末には、コロナ禍で一時
帰国した隊員8人が同学院で2週間暮ら
し、外国人スタッフや学生とともに農業
体験だけでなく、コミュニケーションス
キルなどを磨いた。この研修は隊員た
ちに好評で、同年11月には更に8人が
参加。その時に中心となって対応したの

栃木県

日本で出会った
理想の学校とカウンターパート

　大栁さんが学校法人アジア学院を
知ったのは青年海外協力隊からの帰国
後、次の進路を模索していた時に友人
から教えてもらったのがきっかけだ。同
学院では、開発途上国で草の根活動を
する優れた人材を栃木県の那須に集め、
寝食を共にしながら「農村リーダー」
を育成している。「日本人が協力隊に参
加して現地で支援する方法もありです
が、反対に現地で暮らす人たちを日本で
トレーニングして自国に戻すというやり
方もありでは、と考えていました」大栁
さんは同学院の理念に惹かれ、2001年
よりボランティアとして協力を始めた。

　学生は、開発途上国のNGOや農民組
合などから選ばれた、指導者候補とも言
える優秀な人材だ。毎年4月から12月ま
で、9ヶ月の研修を行っている。学費は
寄付や奨学基金で賄われている。毎年
約30人を受け入れ、1973年の創立か
らこれまでの卒業生は1,300人を超え、
アジアだけでなくアフリカ、太平洋諸国
など約60ヶ国で活躍している。同学院

が目指すのは、現地住民に寄り添う「仕
える指導者」、多様性や個性を重視する
「共同体形成」、そして食べ物と命のつ
ながりを意味する「フードライフ」だ。
　「ここでは世界各国の疑似農村が体
験できます。留学生たちは、協力隊時
代のカウンターパートのような存在です
ね」自身の理想とも言える同学院を、
大栁さんはそう表現する。

協力隊員を輩出する大学へ
“何者でもない自分”がいたサモア

　大学受験に失敗した後、通っていた
予備校の担当教員が地球環境保全や国
際協力に関心があったことから、大栁さ
んの人生が変わっていく。「触発されて、

現在 栃木県
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協力隊での学びを活かして
開発途上国で活躍する農村リーダーを育てる
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協力隊時代、農村を巡って家々を訪問し、住民と寝食を共にしながら信頼関係を築いた。
「生まれ変わっても協力隊に行く」そんな誇りを胸に、今は開発途上国からの留学生と寝食を共にする。
様々な課題が山積する時代の中で、世界だけでなく地域にも開かれた学校づくりを目指している。
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が大栁さんだ。参加者は大栁さんとの
何気ない会話や相談を通して、一時帰
国の不安を軽減し、さらなる進路への
モチベーションを高めたという。
　那須の地に根を張った同学院は、世
界でも類のないユニークな学校だ。そ
の中で大栁さんは協力隊の経験を還元
しながら、これまでの垣根を越えた新
たな共同体との連携にも力を注ぐ。定
期的に開催する日帰りプログラムで一般
の見学者や地元小中学生らを対象にし
た地域プログラムも始めている。
　「これまでは開発途上国の指導者育成
が中心でしたが、今後は地域社会や国
内にも目を向けた学校運営をしていきた
いです」世界、そして地域に開かれた学
校づくりが大栁さんの新たな目標だ。

Yukiko  Oyanagi

赴任国 サモア独立国
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［職種］ 野菜
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